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徳川幕府法令にbける遊戯統制

鈴木敏夫

Laws in Tokugawa Shogunate and Play Control 

Toshio Suzuki 
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はじめに

ヌド積は徳、)11幕藩体制下の庶民生活の中で展開されたさまざまな日常的統制のうち，遊戯な

どの身体活動に関する統制の実態を，幕府法令の分析を通して考察するものであるO

いわゆる幕府法令関係資料については， 明治初期に可法省、が編纂した「徳川禁令考J(創

文社・ 1932年版)，高榔・石井編「御触議集成J(岩波書!吉)，石井良助編「近世法制史料叢議j

(能文社・ 1940年)などがある。尚，これらの法令のうち農政関係の重要法令を扱ったもの

に， 党玉幸多編「近世農政史料集一一江戸幕府法令J(古川弘文館)がある O 本稿では勿論，

これらの資料の活用と共に，さらに東京大学史料編纂j所編「大日本近世史料…一市中取締類

築J(東京大学出版)をも分析の対象に加えることにより， 都市・農村における遊戯統制条項

の収集をよりー麗拡大さぜた。

だが 2世紀半もの長きに渡る徳川政権下における遊戯統制の実態の全容把握は， 資料的

限界を超えるものであろう O そのことは，遊戯統制j条項のゑ体例がもっと見込まれて良いはず

の冷世紀段階に於て，落ち込みが見られることからも現らかである O

こうした一定の不備を考慮、しつつ，検討を加えたが，大方の御批判を仰ぎたい。

1 . 遊戯統制に関する法令の伝達と都市・農村

幕府法令に遊戯に関する取扱いが示されるのは， 1647 (正保4)年である。

それ自体，わずか一行のくだりであったが， r辻ニ荷鞠けさせ申揖敷事JOとして庶民の日
常諸雑事一般の規制対象の 1つに挙げられていた。

その後，時代の推移と共にこうした遊戯の禁止ないし抑制(本橋では一括してこれを遊戯

統制と呼ぶ)に関する法令は，ますます増加傾向を示したが， それは単に一地域に限られたも

のではなく，広く各地の都市・農村に迄及んでいた。
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法令布達は当時の社会的現実~背景としてなされたが，少くともそれが封建体制維持の理

念に沿う諸制度の創出を前提とする隈りに於ては，諸地方の現実より先んじた先導的な性格を

持ったものも多い。庶民向けの幕府法令の代表例ともいえる f江戸市中諸法度jや「諸爵郷村

江被仰出J2)は，幕府体制確立期における都市・農村法令の集大成であったが， 極めて教諭的

性格を持っていた。それは，かくかくあらねばならないとする支配者の姿勢の表現であり，と

りわけ，庶民生活の平均化・調一化を全域に於て推進し達成させる意図を持つものであった。

それ放に，法令はいわば地域伎を超えた性格を持つといわざるを得なし、。

ところで，既に述べたように，遊戯統制は都市住民から農民に至る広汎な躍に及んだとい

う事実は，江戸期における遊戯の分化と盛行を示すものではなかろうか。

反面，庶民生活は衣食住全般にわたって幕府の統制下に置かれた。日常行動閣は都市・農

村いづれに於ても狭く，隈られたものであった。他領民との文化的交流に乏しく，閉鎖的共間

体の中にあって， 日常生活に何程かの解放感宏求めるさまざまの営みが成立することは想像に

難くなし、。娯楽を求めた者にとって，神事・祭礼時の催しは愉しみの 1つであった。

庶民生活の強圧的制限と精神的・身体的解放一一この矛屈の総体こそが遊戯の盛行を解く

鍵であったといえよう。

一体，身体文化としての遊戯はし、かなる理由で統制されねばならなかったのであろうか。

この点の解明については後に触れられるが， ここでは遊戯統制な内に含む幕府法令の伝達過程

について明らかにしたい。

幕領における地方支配の総織は，時代によって変動があるが， 一般的には，老中→勘定奉

行→郡代→代官→村(名主・庄屋)の系統で国式化され，村々への法令の伝達はこの系列によ

って行なわれる 08〉

一方，江戸・大坂・京都(三都〉及び地方都市における法令倍達組織は， それらの個々に

ついて詳細な事例研究に乏しいが， そのI:tでも比較的資料的に恵まれている江戸を例にとって

述べてみたい。

将軍の居住地，江戸における法令作成と伝達のバターンは，老中→町奉行→各町という

「江戸老中触」があり，さらに，町奉行→町代→各町という「町奉行触」の系列で伝達される

場合が多い04〉

このような形式で末端にその主旨が倍わる仕組みになっていたが， いづれも中問機関電ど介

在さ4きている。

近世における法令の形式は，公法的なものとして， 高ネL• -法度・触があり，53私法

的なものには，村定・競約などがあった。これらは，成文化される法令の内容に応じて，それ

らのいづれの形式を採るかが決定された。遊戯に関する条項はどのような形式によって伝達さ

れたのか，諸特徴を挙げたし、。

まず，都市を中心とした場合は「触」形式が圧倒的に多い。それは r……に付町触」と
して示される。そして触の主体は，第1に，老中→町奉行「老中蝕jである O

幸子たる品祷並紫翼停止

覚 一，破魔弓菖蒲Efl万羽子板之類，金銀金物並箔舟ひ申関数事(他文省略)

お之趣従江戸仰下僚此郷町中可触知者也 寛政元商三月 石見・土佐6)

この法令は，江戸より地方へ伝達されたものであるが，その場合，老中作成のものは「従

江戸{f[J下僚j と示されるので容易に理解する事が可能である。尚，他に「……守(老中)御警
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付Jと記される場合もある O

触作成の主体の第2は，当該都市の町奉行に於て発令される場合である。

天保十二年丑十月サ八日，調書取添下ヶ市中取締筋之儀心開侯大概申上{良三寄付

一，彩色今季絵柄手之込候Jr)i¥之犠
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此儀，去年御下ヶ之風需書ニ有之，文化二孜年十二月町中ニ商子供たこあけ候犠，随分往

来之障ニ不相成様河致侯，勿論大きなるたこ町中ニ商あけさせ申間敷旨，町年寄方ニ商年番

名主・肝煎名主共立申漉候儀モキ吉之，此節ヨリ専ラ仕込等仕候時節ニ付，廼リ方ニ南心開，

手之込候凧者勿論，大たこ仕入申様町々名主i工申開， 見廼り(民節心開，右鉢之品重要{侯差留候

様被付候ノ、、，行届官J$ヨリ翌春存{決

北町奉行所市中取締掛7)

都市を対象とした遊戯統制令は， この第2の形式のものが非常に多L、。このことは，庶民

の日常生活の監視を主たる役目とした町奉行所の役割りからさ当然であろう。

一方，農村のそれについては不明な点が多いが r法度」形式がその 1つに挙げられる。
農民江被仰之燦々

一，勧進能相撲操之見物之類在々所ニ一切不可留置事(他文省略)

右之趣怒相守候様庄屋精ニ入常々相改百J$付違背仕者有之ノ、，$屋五人組ヨリ茶所之代官奉

行江急、度可申達之若隠置脇ヨリ令露見ハ庄屋五人組苦言可被行曲事者也

寛文八年申三三月限 公儀御法度Sl

農村向けの法令作成の主体は， このように幕府上級機関から発令されるものが多い。中問

機関による発令もあるが，その数は割合少ない。

文政十二年丑年七月(石)11右近将監掛荒井平兵衛出〉

上州瀬戸井村鎮守祭礼ニ付角力興行之儀伺書面神事ニ事寄付々若もの共寄集角力興行いたし

候犠ハ決而難成一体若もの共杯と披組合建{長儀以来相止銘々心得違不致農業出精可致旨申渡

語文取之可被差出候以上9)

2. 庶民遊戯の統制過程

1794 (寛政6)年10月の御触警に，

「去ノレ酉年御倹約之犠被仰出，三当寅年限ニ候処， 思召之外来勝手御繰合モ不被行届{炭，猶此

上来ノレ十ヶ年之間， 是迄之通御倹約被イ仰f印F川{付寸{候民.….口..….一.Jとある。fI叩o

この一条文は，寛政改革の実行者，松王子定信の改革における倹約令である。 このような類

は，近散を通じて幾度か繰り返し布達された。 倹約令の主たる内容は，庶民の衣食住一般に関

してであり，生活向上に対する制限を意関したことは象徴的であった。

こうした欲望の節制=禁欲倫理観は生活の全領域に及び，文化・娯楽の分野に於ても貫か

れた。

庶民の遊戯活動が幕府の統制の対象とされ始めた17世紀中葉においてそれらの統制の意図

は何であったかは，次の例から伺い知る事が出来る。

1647 (慶安2)年2月，寛永末年迄の農民統制法令をふまえて「慶安の御触議j が布達さ

れた。

この御触警には農業生産及び農民生活に関するあり方の全般的な規定がなされているが，
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作成の意図は「年賀さへすまし候得ハ百姓程心易きものは無之， よくよく此越を心がけ，子々

孫々迄申告へJ1Jlとあるように，究極には「年実確保」の一点にあった。

このうち，次のような条文が見られる。

「男ハ作をかせぎ，女房ノ、苧はたをかせぎ，タなべをイ士，夫婦ともにかせぎ可申，然ノ、みめ

かたちよき女房成共，夫の事をおろそかに存，大茶をのみ物まいり遊山する女麗を離別すへ

しj12)

「物まいり遊山ずる女房を離別すへしJ云々 は， それ自体として幕府の重農政策に治う封

建的勤労倫理感に規定されていた。そこには，遊事=皮労働的行為の論理が見出される。この

論理は，当然、，遊戯・遊芸の世界においても貫徹するもので，早くから「御制禁」の触が出さ

れている 013〉その主旨は農民が遊惰に陥入り，肝心の耕作に専念せず，挙げくの果て土地の放

棄・離村に及ぶということで品ろった。それ故，遊戯を含む余暇活動が間接的に何らかの統制の

範騰に組み込まれる必然、性があった。

所で，町人に対してはどうか。

「町々之内ニ而，躍ナト致扶トテ，必留間敷候，盆ニハイツモにきハひおとり候マ、， おと

り可申鉄， i艮喧嘩口論無用……J(1649・慶安年2)14)

ここにみられるように，躍(踊り)の禁止はしない， 盆の行事に踊りは欠かせないもので

あろう，似し喧嘩口論など騒乱に歪らしめるなという主留である O 後述するように，やがて踊

りに対する秘限の幅は拡大するが，少くとも遊戯統制の成立期の状況は， このように寛容な態

度が見られる。

とまれ，遊戯統制は農民・町人という身分制の路定，庶民生活上の種々の倹約，取締令な

どを背景として，各摺それぞれに応じた形で、法令化された。

所で，遊戯活動の前提にはいわゆるそれを可能ならしめる自由時間(余暇時間)が保証さ

れなければならない。この分析の 1指標として，年間の「公休日J (遊日)の実態を抱懐する

ことが有効であろう。

資料的制約もあり， その全容を示すことは閤難であるが，ここでは農民の休日に関して，

奥州塙御料所領内農民の遊日制定 (1805・文化2)， 町人のそれについては網生織麗仲間によ

る「奉公人休臼主主洗曜日開之定J (1830・文政むをあげ，比較検討したし、。

O 定レノレ遊 塙御料所代官15)

O 正月朔日・二日・三三日・七日 三月三百 五月五臼 七月七日・十五日 八月朔臼 九月

九日

。氏神・祭礼日(一ヶ年之内二日ニ樫ノレj 他神事ハ一ヶ月一日(奉公人之犠者，主人ノ存寄

次第)

o婚礼・葬犠・法事・祝儀

文政十三年春干写改

「泰公人休日並洗醸日間之定J16)

O正月三ケ日・四日ヨリ十三日記洗躍蝦・十四日・十五日・十六日・二十B.二十三日夜・
二月初午・八日ノ夜・中日ノ夜・ニ十五日・天祭ノ夜

。三月二臼夜・三日・十五日昼ヨ 1) ・四月初己ノ夜・八日・十七日昼ヨリ

O五月五日・六月十五日ノ夜・二十一日昼ヨリ・二十二日・ニ十三日・二十四日・七月期日
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ノ夜・七日・十三日ノ夜・十四日・ト五日・八月朔日・中日ノ夜・十五日ノ夜

。九月九日・十三百ノ夜・二十一日・十月九日ノ夜・十一月十五日・十二月朔日ノ夜・七

日・八日・大晦日ノ夜

徳川幕府'法令における遊戯統制

織産仲間行事奇iT

これらの例から，農民に与えられた遊日は年間を通じて12白であり， それに神事・祝儀に

伴う臨時の休業を加えても年間20Bを限震としている。遊日数については 1月・ 7月に多い

事が判明する 017〉

町人の遊日は年間23日で，その他に夜の解放時間が与えられていた。遊日数は 1月・ 6

月・ 7月に多い。この場合の資料は産地棋生織物生産に従事する奉公人休日を例にしているも

ので，それが他の業種の術工人に対しても該当するとは思われないが， いずれにせよ生産から

解放された余畷時間は少なく， しかもそれが全生活に占める割合は6%たらずであった。結

局，こうした限られた時期に於て文化，娯楽活動が展開されたことになる。

休日の制定は勿論，与えられた公認の自由時間の確保であった。そしてここに費される諸

活動の形態は，庶民の勝手とする所であったが，遊戯などの身体活動に向けられた時間は，お

のづから娘りがあったと云えよう。

このぷうに，余曜時間の創出や遊戯活動実施の諸条件に恵まれなかったとはいえ，限られ

た空間に於てくりひろげられた庶民のおおらかで解放的な遊戯行為を多くの生活資料から見い

出す。それらは今日，我聞に於て神社，寺院の行事として開催される伝統的な催しの 1っとし

て受け継がれているものも少くない。18)

次に，遊戯統制の対象とされた各種遊戯とその時代推移を幕府法令から検討したい。
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勝負事に関するもの8件であ

(!:I:l典は本論文末の<ffl>に掲げた議資料による)

遊戯などの統制件数については，分析に使われた資料だけでも17世紀は30件，

件， 19世紀5件，合計78件となっている。

統制された遊戯は，相撲・踊りなど13穏で，他に遊具商売，
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った。このうち，相撲と踊りの統制が断然多く，次いで破魔弓・追羽根・凧上げ・こま廻し・

武芸が挙げられる。

江戸時代の遊戯統制成立期と隠される正保~慶安年間に於て，対象とされた遊戯は相撲・

踊り・鞠・乗馬・追羽根・破魔弓であった。それは当時の庶民の人気の度合いを反映するもの

であろう O その後，遊戯種釘の統棋の栴は漸増している。

江戸中期以降，商品経済の発展に伴い，町人患の接頭が見られ， 彼等の関に独自の文化が

醸成されて行った。遊戯の世界に於ても種々の身体活動が普及した。これらはこの期に形成さ

れたというより，むしろ江戸期以前に盛行したものが多く. -fjsは過去の原型のままで，一部

はその時代の庶民の趣向に応じて改変されたり，新たに創造された。19)

江戸期の特異な遊戯として， こま廻し，風上げがあった。前者は充捺文化の所産と玉三わ

れ，いわば遊戯と玩具との中間をいくもので江戸を始め三都の町人に歓迎された。後者は「嬉

遊笑覧J (1830・文政13)によれば，延卒寛延年間に大流行しており， これらは江戸期庶民が

創作した代表的な遊戯であった。

各種遊戯の統制は，年代の推移と共に拡大し，かつ多様化している。遊戯とその統制年と

の関係は，当時に於ていかなる遊戯が流行したかを示すものであり， そのような流行の波によ

って統制に遅速を生ぜしめたものと考えられる。

元来，遊戯には「はやりすたれjがつきものであり， この意味で遊戯のI隊長と法令におけ

る遊戯統制との相関は認められる O だが，遊戯がいつ流行し，すたれたのか一一一この追跡はは

なはだ困難という他はない。

3. 遊戯統制の態様

近世都市・農村で展開された遊戯活動は， 中位以来の庶民生活の中で醸成され，さらに幕

藩制社会に於て新たな創造・改変により，民間に普及していった。

こうした庶民遊戯は勿論，武芸のように武士の学授の教育計踏の一環として位置づけられ

ることはなかった。多くは，いわゆる余暇活動として，習俗的に行なわれ，定まった地方行事

に付随して集中的になされることが多かった。即ち，先述した如く，夜民に与えられた余暇時

間は緩めて少かったし，たとえあったとしても， それは明日への精神的・身体的再生産を図る

為の休息に充てられたと見るべきで 1つの運動が日常生活に於て継続して行なわれることは

困難であった。それ故，一般的な遊戯活動は年中行事・宗教行事の際の余興として行なわれる

ことが多かった。

遊戯内容は，凧上げ・かくれんぼ・こま廻し(独楽)・追羽根・芋虫・印地打(右投げ〉・

綱引き・腕押しなどの児戯から，力石・登山・遍隆・競，~・相撲・水泳にき三る迄， 突に多彩で

あった。これらのうち，何といってもこの時代の遊戯のー特徴は，力投の分化と盛行に求める

ことが出来ょう O

遊戯の歴史的資料ともなる「異観庭訪i往来」には， 各種遊戯と共にこうした力投の諸形態

を挙げてL、る O 一一相撲・首引き・腕押し・力持ち・繍引きなどがそれである。

この中で，代表的な松撲については卒くから統制を受けており，勧進相撲(のちの職業相

撲)と辻相撲(素人桔撲)の二形態が対象とされた。

勧進相撲20)は既に. 1647 (正保4)年に「勧進相撲とらせ$偶数事J211 とあり， 統告uの
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時期もl'ji¥，、。ここに於て，禁止の理由は詳かではないが，後に「勧進相撲操見せ物之類夜々所

々一切可留置事J (1668・寛文3)とあるから， この行為を見世物問類とし，興行の意顕を持

つが故に禁止されている。

勧進相撲は本来，寺社建立修復という動機から成立しているが， その盛行と共に次第にこ

れな職業とする有者が輩出し，為に幕府は一定の対策に迫られ r許可制Jを採用している。
「角力興行之節，木戸ヲ建，札銭耳元候犠ハ角力渡世候者之儀ニ有之候， 然ノレ処国々ニおゐて

ハ御料表代官，私領者領主，地頭江願上，素人共寄合角力相催……(省略)尤勧進角力興行

致候ハ与，角力渡世之者共対談之上催候儀ハ格別之事ニf民間，其越本目心得，在方ノ者共心得
違無之様可致侯J22)

このように r角力渡世之者」へは「対談之上j吟味して許可な与えるが， これに対して
一般の者はすべて興行の対象とすることはならず，違背なきE3の布達を行なった。

一方，素人格撲として人気を呼んだ辻相撲は，同様に統制の対象とされた。これは，適当

な場所と参加者があれば昼夜を分たず自然発生的に行なわれるので，禁令もかなり多く出され

ている。

幕府は「風俗之支障ニモ相成」とか， r不似合事」として頻繁に禁令な発したが，取締り
はさほどの効果をあげ得なかった。このように禁止理由ははなはだ抽象的であったが，結局は

民衆支配上， このような集団的エネルギーの拡散にねらいが置かれたと思われる。

相撲などの力投に対する幕府の統制と閉じように， 中世以来，庶民が』爆発的エネルギーを

傾注したものに印地打があった。ω

それは印地打合戦とも云われる程，危険で闘争心を呼び起すものであり，参加者も一説に

は数十人から数百人と大がかりであったと云われる。

「ふいこ祭之節，子供ニ交り多グ人集致， l!祭ヲ打あはれ候者有之出相関候，前々モ桔触候

通，若右之族有之候ハ召捕置，議所之百I訴出旨，町中相触侯J2U

幕府はこれに対して厳罰な以て応えたが， これなどは単に危険な遊戯として把握されるに

とどまらず，老若男女を関わず参加した集部的威力をこれ程極限迄示した遊戯はなかったので

あり，支配統制とのかかわりと相まって興味深いものの 1つであった。

「五月五日，勝負せふと称して駄坂の子供は峠に屯し， 当村の子供は酉のいなばのいただき

に屯して互に石を打，或は塔婆を以てたたきなどして終日戦うこと昔よりの風俗なりしが，

寛政の頃其事止ぬJ251

この遊戯は，幕府の徹底した統制により程なく全域で廃絶された。

江戸期を通して相撲が人気のあったように，踊りもこれに劣らず盛んであった。それは，

・秋の祭礼時や盆の重要な行事の一環としてこの季節に集中している。場所は，寺社境内や

広場が充てられ，その対象は子供から大人迄と年令の幅も大きかった。

当初は，それが宗教的行事とかかわって行なわれた経過から，その形態も質素で、 f花麗ニ

不相成様」という範関内で公認されていたが，踊りが日常生活に浸透し，実施も季節的に定ま

らなくなると， r町中ニ而子今おとり有之l:Elニ{侯もはや時分モ不相応ニ{炭間，無用ニ可仕候白J
(1677・延宝5)として統制を受けた。さらに， 1685 (貞享2)年には， r子ども踊りは格別j
として， r道辻ニ市往環ヲ妨ヶJるという理由で禁止している O
町内，在方における辻踊りの盛行は， この期盛んに見られる傾向であった。先述の辻棺撲

といい，辻騎りといい，一体に幕府はこれを「不信候Jとして扱い，布達も「急度可申付事」
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と多く，そのたびに町々名主，月行事に強くその取締りを迫ったが， それによって街頭におけ

るこうした活動は止むことはなかった。

破魔弓・追羽根(羽子板〉・こま廼し・蹴上げなどの遊戯は， 主として子供向けのもので

あった。特に槍玉にあげられた理由の 1つは遊具の体裁に関するもので，遊び方法自体につい

ては規制されていない。

「破魔弓，金銀之箔かな物無用，たん，ろくしゃうにて彩色可申候，羽子板飾ニ用候大ナル

羽子板，はね自今可為停止，常用候羽子板ュ致，尤結構ニ仕間数事J26)

元禄以降に晃られるこうした筆業な装飾をこらした遊具の作成は， 切らかに質素倹約の主

旨に反するもので，頻繁に統制がなされた。その他，玩兵の商売・商品化にも一定の統制が及

んでいた。

所で，武芸の言n練は武士階級がたしなむことで，庶民が行なうことは厳禁されていた。当

然ながら，被支配階級の武器保持の禁止は幕府創業以来の「兵農分離J政策に規定されてい

た。だが， 19世紀以降，幕藩体舗の動揺・矛庸はし、よいよ激化し， その影響は遊戯の世界にも

反挟する。士風の額蕗，武士の間窮，そこから生じる浪人の輩出一一こうした士分の混迷は，

彼等に庶民世界への同化を促進させた。

1805 (文化2)年，禁令を破って農民が武芸の稽古を行なってし、る。それに対して幕府は

次のように布達している。

「近来在方ニ浪人もの杯ヲ留置，百姓共武芸ヲ学，又ノ、百姓同志和集り稽古致候相関候，農

業ヲ妨計ユモ無之，身分ヲ忘レ，気力サニ成行{民基候得ハ，室主グ相[f::可E判決，勿論故ナグシ

テ武芸師範致候よそノ杯，猿ニ村方へ差置申間敷候J2η

武芸修練が勿論，都市に及んだことは云う迄もなし、。

「町人共従来其産業ヲ守，武術穣古等不致筈ニ候処，営時世上武備盛ニ被行候ニ随ヒ町人共

之内稽古致候者有之，師範ノ者モ中ニハ其望ニ任セ町人共江教授致，免許目録ナト差遣候向

モ有之趨相関知何之事に候，向後武術師範之者町人共江ハ其道ヲ教授致候犠一切可為無用

候J28)

幕末における武断政策の破綻をここに境関見ることが出来る。

このような事態とかかわって，狩猟も統制の対象であった。我閣では古くから鷹狩などが

「遊事Jとして貴族関で行なわれて来たが，厳密に云えば庶民が行なう場合は r遊事j とし
て対象化され得ない留があろう。狩猟の檎獲具には，弓矢・鉄砲が入舟であり，狩猟行為と武

具の作成は禁令の眼目であった。

総じて，社会生活における身分秩序の開定は確立していたにもかかわらず，時代の経過と

共に，武士階級の習俗が民間に流出することは予想され得ることであろう。町人・農民的剰余

のある程度の成立した元禄期には，支配層の所産である諸行事が民間の習俗に取り入れられ始

めた。20) こうした中で，本来は支配層の関でもてはやされた各種の遊戯も，庶民社会へ流出

し，融合する局面を生んだ。

本稿で扱われたものは幕府の統制対象とされた遊戯に眼定しているが， これらのみが庶民

遊戯であったのではなく， その他にも突に多くの遊戯が存在した。日本の遊戯を包括的に取り

上げた「日本遊戯史J (酒井 欣)には，そのような庶民遊戯のあり様が詳細に述べられてい

る。
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おわりに

幕府が庶民生活に対する統制をいかに拡大させていたかは，本稿で、扱った遊戯自体をもそ

の対象に加えたことから切らかであろう。

遊戯に対する幕府の対応は， それが倹約の主旨に反したり，治安を苦ししたり，枝来の妨げ

になったり，身分制の逸税のない限りにおいて許容され得るものとした。このような方針なく

しては，庶民生活に照応する年中行事の形成もあり得・なかった。おびただしいばかりの都市・

農村習俗，慣行の形成と温存は，厳しい日常生活統制の枠内で維持された。かかる年中行事の

形成は，遊戯活動を展開させる恰好の機会を与えた。近世における祭時的スポーツの盛行もこ

のことと無縁ではない。

本稿では遊戯統郷のありょうを幕府法令の分析を通して考察したが， この視角から論ずる

場合，次のような不十分さを持つものと言わざるな得ない。郎ち，遊戯統制の過程における募

領民の姿勢，いい返れば，主体者側の対応とその論理の内実の欠落である。

この点については収集資料上の問題から割愛せざるを得なかったが，今後の検討課題とし

t~こし、。

<注>

1 )高柳億三・石井良助緩・御触惑気像祭成』雑之部岩波饗応 1941年

2)通常云う「慶安の御触議J (慶安二丑年二月二十六日)である。 w徳川禁令考第五i挟四十三』参照
3)神崎彰利 f歴史公論JI I幕府法令の伝達と村落」雄t1l臨 lヲ78王手 7月号， 96ページ
4)藤井譲治『茂史公論JI r華客府法令の伝達と都市」雄山関， 1978払 7月号， 90ベージ
5 )近世庶民史料調査委員会編による分類によれば，法令(公法的)は，法度，条目・定番・置闘・高札・触・
旋・布達・布告などて・ある。 w地方史研究の方法』新生社， 1ヲ68王手， 122ベージ

6) W徳川禁令考第六秩』
7)東京大学史料編纂所編『大日本近世史料・市中取締類祭一』東大出版会， 238~239ページ
8) W徳川禁令考第五，!叫
9) 11徳JII禁令考第五1除』
10) 11御触書天保集成・八十九』この条文は 1789(寛政元)年布遠の倹約令をこの年さらに10ヶ年延長させる
主旨のものである。

11) W徳川禁令考第五秩JII諸国郷村江被仰出J
12)向上
13)例えば， 1799 (箆政11)年2月24日付「夜々おゐて芝居見物世物向様之儀制禁之旨御触警jは，遊芸の禁

止を明縫にうたっている。

14) W御蝕欝箆保条成』
15)金沢春友『ミ子商代官治績集』総選房， 1951年

16)大久保・児玉・箭内・井上編『史料による日本の歩み一近世編』吉JII弘文館， 1969年， 184ベージ
17)公休日の公認は全国的なものであるが，商一的ではない。農民の休日に関する資料に，越後長岡藩，大平

与兵衛「農家年中行事記J(1839・天保10)，加賀落色村松燦左衛門「村松家訪ilJ(j841~天保!のがある。
18)今村選善雄「祭事スポーツに関する議礎的研究」専修大学体育学紀要， 1975年， 1 ~20ページ
19)酒井 欣『日本遊戯史第四綴一一近代』参照，建設社， 1935年

2の今村嘉雄『日本体青史JI1三味室主， 1970年， 243ページ
「勧進とは衆民主主ピ教化し，勧めて議に向かわせる意味を持ち， 神社，仏関等の建立修復のため人に勧めて金

品を募集することをも窓旅して行なわれるものを勧進相撲と呼んだ」その成立は，京都では1645CiE保2)
々、江戸では1624(寛永元)年とされる。

21) 11御紋番気保集成』
22) 11徳JI!禁令考第五院長』
23)印地というのは右合戦，即ち飛車農の戯れであった。起源については定説はなしただ神祭に常数を寿祝せ
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んが為に行われ始めた飛礁の行事にそれを求める一説を含めて，農村における墜畿の祈りに求めるのが妥当

であろう。記録の上に姿をみせるのは「否錬抄J(1107) I検非違使ら京中飛磯を制止す，此春より此の事発
生すjの一節である。横井清『中t住民衆の生活文化』東大出絞会， 1978年， 48ベージ
24) If'御触議室磨集成』
25) If'図説日本庶民生活史.Jl130ページ
26) If'御触審宝暦集成』
27)児玉・大石編 r近役農政史料集二・江戸幕府法令下』吉)11弘文拡 1968年， 161ページ
28) If'徳川禁令考第五秩』
29)北島正元『江戸時代』岩波義広， 1950年， 90ベ{ジ

く附〉 徳川幕府法令における遊戯統制条項

<武芸>

1 8 0 5 

(文化 2. 5) 

1 8 4 3 

〈天保14. 6) 

1 8 6 7 
(慶応 3. 3) 

<印地>

近来在方ニ浪人もの杯ヲ磁震，百姓共武芸ヲ学ヒ， 又ハ百姓同志、招集担穣王位致候松関候，幾業

ヲ妨候言十ニモ無之，身分忘レ，気カサニ成行侯基候得へ lii'Eタ相lI::可申候，勿論故ナグシテ武

芸師範致候者杯，狼ニホIへ皇室置中間数候。(近世農政史料集二・江戸幕府法令下〉
町人共従来共産業ヲ守，武術稽古号事不致答ニ候処， 富締役よ武係長室ニ被行後ニ随ヒ町人共之内

稽古致候者有之，締範ノ者モ中ニハ其翠ニ任セ町人共江教授致， 免許お銭ナト羨滋{険!匂モキま之

趣関如何之事ニ候。向後武術師範之者的人共江ハ其道ヲ教授致i炭儀一切可為無用候。(徳)11禁
令考五峡)

13姓共武芸稽古又者修行者等留霞$間数旨御触書。(徳.JII禁令考五秩)

1 744 ふいこ祭之節，子供ニ交リ多ク人禁致，磯ヲ打あはれ侯者有之出相l認候， 前々 よそ相触候j菌，芳
(延享元.12) 治之族有之{民ハEt議霞，番所之1'iJ訴社i旨，町中相触候。(御触議宝踏集成〕

く水 泳>
1 672 御堀ニテ水あひ在之節，見物不可仕義ニ付町触。(御鮫議宝暦集成)
〈寛文12. 7) 

<遊山・遍箆〉

1 6 4 8 町人伊勢参大山参之者共，布団ヲ重ネ敷篤ニ予定，主主上結構成鐙致シ参$間敷候。(御蝕害事寛保

(慶安元. 2) 集成)

1 7 3 3 米高儀ニ付，遊山等遠慮致候儀ニ付町触。(御触議箆保集成〉

(亭保18. 2) 

くこま廻し>

1 7 0 1 
(元禄14.11) 
1 7 0 6 

(宝永 3.11) 
1 7 1 0 

〔宝永 7. 9) 
1 9 2 9 

(享傑14.12) 
184 2 
(天保13.12) 

<風上げ>

こままわし主主商売共停止図工触。(御蝕喜善寛保書長成〉

こま之儀，御停止之旨先年相触候処，又々際日謡こまト名付，廻候由相関不属候，こま廻候儀

不及申潟売致候者急度可申付候之荷，此宮町中可蝕関候以上。(御触醤箆保条成〉

先年モ度々籾鯨候遜，こま1閣候儀停止之処， 演日こま廻侯様相関，不崩{除。(御触議寛保集成〉

頃日所々ニテこま覧車f災自松関候， 前々御停止侯間， M重俊儀ハ勿論，商売等ニモ堅為仕間敷候。
(御蝕芸書室主保集成)

於町中辻々，こま廻之儀ユ付匝I触。(大お本近世史料.r討中取締類築二〉

184 1 凧之事，此儀去年御下ケ之威閣議ニ有之，文化二年十二月町中ニ浦子供風上候儀，随分往来之
(天保12.10) 障ニ不相成様可致{侯，勿論大ナノレ}祇町中ニ而あげ申間敷旨，符年寄ガニ而，年番名主・肝煎名

主共江申渡侯儀有之。〈大日本近世主史料・市中取締類集ー〉

184 2 例年早春大}紙上ケ候儀，一石橋南北御之御堀端， 日本橋辺ニ而大人申合為慶大風上ケ，往還別
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(天保13. 1) 而御武家方御通行之御妨侯致，義援交{険儀ニ奉存候。(大日本近世史料・市中取締類集ニ〉

1 8 ;; 0 和菊?と胤ヨリ唱侯モノ捺，又者商売致者之儀ニ付調。(大日本近世史料・市中取締類築二〉

(嘉永 3. 3) 

く乗 馬>

16;; 4 馬土馬ニ乗侯事i比以前ヨ F御法度被仰付候。〔徳)11禁令考五1除)
(承応 3. 3) 

174 0 近来人馬ト申様之尚致人ヲ集候付，不尽成儀出来可申，向後停止申付候事.0 (徳)11禁令考五i除〉
(元文 5. 7) 

<鞠>

1 647 辻ニ稲鞠けさせ申間敷事。(御触審寛保集成)

(正保 4. 2) 

1 648 相撲取並勧進相撲辻鞠之儀ニ付町触。(御蝕議寛保集成〉
〔慶安元. 2) 

1 66;; 前々ヨ F京日粉触候，辻鞠辻相撲竪停止之芸評。(御触書寛保集成〉

〔寛文 5. 6) 

く破康弓・追羽根>

1 648 正月之破魔弓はま矢並羽子板，金箔蒔絵金糸類少モ付申関敷候，勿論商売ニモ不及申仕問敷毒事。

(慶安元. 5) (御触議寛保集成)

166 3 はま弓結構ニ致サス射ラレ候様ニ石H士仮人形作物等ハ一切無用タルベキ毒事。(徳JIl禁令考五i除〉
(寛文 3. 的
166 8 金銀之唐紙ハま弓はこ板ひな道具五月之早金銀之搾箔-s量!ニ然用之幕。〔徳)11禁令考五q決〉
〔寛文 8. 3) 
1 7 2 4 金銭之箔かなもの無用たんろくしゃうニ而彩色可申侯惣体選、存者甲ニ百I准事。(徳川禁令考五峡〉
(事保 6. 4) 

1 7 3 5 はま弓菖蒲Efl刀はこ板之類かな物主主箔用ヒ申間敷事。(大日本近世史料・市中取締類条一)

〈写保20. 3) 

175 6 破魔弓・金銀之箔かな物無用，たん，ろくしゃうにて彩色可申候。羽子板，錦ニ用候大アル羽子

C?窓際 6. 7) 板，はね自今iiJ為停止，常用候羽子板ニ致，尤結構ニ佼間数事。(御触議宝暦集成〉
1 789 はま弓蔦潟市刀はこ板類金銀かなもの主主箔用ヒ申関敷毒事。(大日本近世史料・市中耳元締類条一〕

〔覚政元. 3) 

1 803 破魔弓E事務申束手誇之雛之道具ニ仕関敷候。(大日本近世史料・市中取締類条一〉
〔事和 3.11) 

<軽業・物まね>

166 8 勧進相撲操物まね之見物之類在々所々ニ一切不可留置幕。〔徳川禁令考五秩〉

(寛文 8. 3) 

1 7 1 4 寺社境内ニ有之能説経物まね号事芝厨事元禄年中統ニ停止之所訴訟之宮有之ニ就テ兵法ヲ定ラレ

(正徳 4 ヲ) 芝謄ヲモ薬事基グ構へ衣服等モ木綿ノ:外用ル不可由以， 免許せられ候然処，近年以来二階桟敷号事

ヲ構へ衣服等是ニ准シ諸事結構ニ及候次第不溺之至ニ{民。(御紋護支保集成〉

174 0 近来人馬と申様之曲致， 人ヲ集候付真似候モノモ多其内ニ人柄不宣モノモ習候ハ不上守l成儀出来

(元文 5. 7) 可申ニ付向後人馬英外軽業等之政致候儀，停止$付候等。(御触奮気保集成〕

<狩猟>

166 2 関東山中筋，此以前ヲリ鉄砲御免之所タリト云トモ猟締之外鉄砲所持不可，表致違背，鉄熔令

〔寛文 2. 9) 所持昼夜ニヨラス山野ニ住スル者有ノ、可申出之，縦難為肉類，其料ヲ許シ御褒美被下之。(御

蝕害警寛保集成)

1 6 7 5 ~塁束中於在々所々鉄淘令所持儀，先年ヨリ御禁制之処，近年綬ニ打候由其濁有之，自今以後其
(怒さま 3. 3) 所之給人，御代1fヨザ相改正之，欽勉ヲ耳元上，以来迄所持不仕様ニ堅可被申付之。(御蝕害警箆

保集成)

1 6 7 8 境問，在々所々江戸辺ニモ猟師ニテ無之者鉄勉ヲ打，殺生致候様， 相関候，向後澱以跡々 被{![J
(宝永 6.10) 出絞遇。(御蝕番街保集成〕

1 6 85 頃日，浪ニ鉄焔打{民モノ在之EEI松関，不腐之歪也，若カクシ援護有ハ，尚事タノレヘシ
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(兵卒 2. 2) 

1 688 

〔元禄元.10) 

1 7 0 0 
(元禄13. 8) 

1 7 1 7 
(卒保 2. 5) 

1 7 1 8 

(卒保 3. 2) 

<鏑り>
1 649 

〔慶安 2. 7) 
1 6 7 2 
(寛文12. 6) 

1 677 
(延室 5. 8) 

1 685 

(主主亭 2. 7) 
1 687 

(貞享 4. 7) 

1 689 

(元禄 2. 6) 

1 6 9 0 

〔元禄 3. 7) 

1 7 0 3 
(元禄16. 7) 

1 707 
(宝永 4. 7) 
1 7 0 9 

(宝永 6. 6) 

1 720 
(亭保 5. 6) 

1 723 
(事保 8. 7) 
181 0 
(文化 7. 5) 

184 2 

(天保13. 1) 

<絹撲>

教育学部紀要第 35号

一，欽飽打f反者補之族有ハ 銀三百枚

一，肉類之中ヨリ訴人ニ出ル者有ハ 銀弐百枚

一，鉄線打候者見}選，其者之名在所申出者有ハ 銀百枚 (御触芸書家保集成)

町人致所持候鉄;惚，玉目何程之簡明縦ニ改， 番付耳元可申候， 自今以後鉄熔致出来次第，滋付上

可申i除，若隠霊童，鰯ヨリ相知候ハハ，百I為治事者也。(御触審寛保集成)
向 上 (御蝕議箆保条成)

江戸十盟四方へ，猟師タリトモ一切ニ鉄地取上可申鉄事。(御蝕議箆{来季長成〉

頃日，狼ニ鉄焔打1長者在之自給関候，不}函之~f也，若隠1を輩アラハ曲家タノレヘシo 御触審箆
保集成)

lIlJ々之内ニテ際ナト致候モノ必留関数候，盆ニハイツモにきハヒおとり候ママ， おとり可申

1民仮i墜嘩口口論無用。(御触番気保集成〉
演目町中ニ荷祭之様ニ致躍中lIl風間{展開，自今以後無用m仕候，紫相手?候ハm為越度芸評。
(徳)11禁令考五l扶)
町中ユ術千今おとり布之lIlニ{民もはや時分モ不相応ニ候お]， 然有ニ百H:1:f決出御奉行ヨ):被仰渡

御竿々松止可申候。(御触番気保集成〉

頃日間I方ニテ寄合，おとり候由相関候， 子とも之盆おとりナト各別主主外町人寄合， )諒辻ニテ往
還ヲ妨ケ，おとり{侯者有之候ハ斗，幽署長官JI"ド付表也。(御触議党保集成〕
演目町方ニテ寄合，おとり主主辻すまふ耳元俊之由相関候， 跡々ヨリ街i法度ニ被仰付候許認，麟無用

可仕候。於町中，主主相撲鴻停止之民前々ヨリ相角虫候処， 頃民主塁成様ニ粉関ヘ子i、居候，組之

者共相廻，ti.様之族ユおゐてハ召捕之，ぬ季五ニ可申付~祭，町中不残百I角献日候以上。(街i触善幸党
保集成)

辻相撲踊停止之儀。(御触量挙寛傑集成)

辻相撲辻おとり竪可停止，若相背者有之{艮ハ'-{柱、へ，急度可付事fo(街!I触三塁寛保集成〉

官tr々 ヨリ主主相撲辻おとり令停止鉄処，資自狼目立様ニ相関ヌド}議{渓間， 組之者共和趨シ，左様之族
於有之へ召捕之，曲芸評ニ可申付{渓1条，町々名ヨミ，月行事無油断中付{陵様百I相触{段以上。(街i
触議寛像祭成)

向 上 (御触畿支保条成〉

演臼町々ニテ夜中緩ヰミー之様紹関，コド!溢ニ候，往還之降ニモj成{民間， 名ま，家主心ヲ付籾改，緩

ラセE台関敷事。(御自主審箆保書i成)
於町中，辻相撲辻縞停止之官， iIIJ々ヨリ相触{民処，領日終ニ成様ニ相I若j，不}副除。
(御触義党保集成)

頃日於町方万年々在々辻ニおとり仕候出相関之絞， 前々ヨリ御停止之処，不履之ヨ王侯， 自今一切

矯正和不候様ニ，年芸書名主ヨリ主主組合之名主主へ早々可申遺候。(御総議党保集成〉

前々ヨ 9有来神奈祭礼之節，附祭又者其:土地ユ而日限り有之祭礼二二付， 子供踊等之殺者勿論，

仕来之神事祭礼之儀者，花鶴ニ不稲成様之儀者不音。(大日本近世史料・市中取締類集二)

盆祭リヨリ Pi昌，七月十四日亥亥日過ヨリ月夜ニ乗シ， 橋前if• i'誇綴簡I辺諸職人共夜通し戯踊はやし
綴歩行，表f芝居之もの共臥兼難儀仕{侯由， 1依之寛政初年頃ヨリ南北御用掛ヨリ厳敷御差留……
. (略)(大尽本近世史料・市中取締類袋二)

幼表之娘子供ヲ持候童話共之内，娘ニ賂ヲ為沓，歳丈ケ不用立， 無益之踊衣装其外狂言滋具類等

ニ，多分之金子ヲ愛シ候故，娘会~ハ遊芸之儀ニ付， 面白キ事:ニ心得，歌舞妓役者之主主-w致， 自

然女之手業モ習不，無情之進而己ヲ党候様音量成，風儀不宝E奉存候。(大日本近世史料・市中取
締類集ー)

1 647 勧進相撲とらぜ串間数事。(御触欝寛保集成〕

CiE保 4. 2) 
1 6 4 8 主主相撲取申関数議'0 御触議党保条成〕
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(慶安元. 5) 

1 665 前々ヨヲ如棺触，辻相撲停止之儀。(御触議箆保集成〉
(寛文 5. 6) 

勧進相撲之完投物之類在々所々ニ一切不可留援事。(御触審寛保条成〕1 6 6 8 

〈寛文 8. 3) 

1 6 8 7 於町中，辻相撲踊停止之EZ，前々ヨリ棺触候処， 頃日猿成様ニ相関へ，不}議ユ候，組之モノ共
C1jr保 4. ?) 相廻シ，左様之族有之ニおゐてハ召漏之， 曲率ユ可申付篠，町中不残可鯨知候以上。(御触言書

交保集成)

辻椋撲辻鵡停止之儀。(御車虫議寛保集成〉168 9 
(元禄 2. 6) 

1 690 
(元禄 3. ?) 
1 703 
(元禄16. ?) 

1 7 0 7 
(宝永 4. ?) 

1 7 1 1 
(正徳元. 6) 

1 720 
(享保 5. 6) 

177 3 

(安永 2.10) 

1 8 1 0 

(文化 7. 5) 

1 827 
(文政10.10) 

辻相撲辻おとり箆可i停止，表相手若者有之鉄ハ与捕え志度i.iJ1oわ付事。(御触番気保集成)

-mIi々ヨヲ辻相撲主主おとり令停止候処， 頃日銀成様ニ粉関，不屈候悶，組之者共相廻シ，t己i様之
主主於有之ハ， ぬ率:ニ可申付候i際，町々名主，月行事:無j歯車rr申付{民可相触鉄以上。(御免虫醤寛保
集成)
間 上 (御触霊祭党保集成〉

於闘Jk，町人共相撲取抱霊童，軍事集，拐撲取ヲ為耳元侯之白根関候，定テ実之根撲耳元ニテハ無之，火

苓等之為，鳶之モノ;杯抱援，右類有者ユ和主義とらせ鉄ニ部可有之候得共，町人ニ不似合事候関，

向後裕氏候之様，町中念、度可相触{段以上。(御触議寛保集成)

於町中，辻相撲辻踏停止之宮，前々ヨリ柏触候処，項目狼ニ成様ニ相関，不居候。(御蝕害警箆

保集成)

角力興行之節，木戸ヲ建，札銭耳元候儀ハ， 角力渡没者之儀ユ有之侯，然ノレ処国々ニおゐてハ，

御料者御代'g，私領者領:t，地頭江殿上，素人共寄合角カ相{嵐其外神率等之節モ角力奥行致，
殊ニ衿若手号事之liti奥行致候ハ， E襲境従先年致来候嘉例ニ滞， 興行致候ニ付，~物モ可致群集致，
元/之ため関号事致候迄ニ而，木戸ヲ~，札銭等請取候儀， 向後無期ニ可致候，フむ勧進角力興行
致{淡ハl.，角力渡t政之者共江対談之上{樹決意実ハ格別之事ニ得間，其趣相心，在方ノ者共心待選
無之様1'lJ致候。(徳J!I禁令考五秩)
相撲之儀，先達濡之御触モ然御座俊樹，t5ヲ淡tまユ致鉄者，年寄勧進元等有之，索人ヲ不相交
臼数ヲ定興行致候儀ハ，敢荷風俗之差罪事ニモ相成中間数儀ニ位此以後共支配領主地頭江相届

(大日本近世主史料・子宮中取締類条一)

和撲取身分之儀ユ付松平潟防守殿ヨリ間合 (6+牛ニ就て)0(徳、JII禁令考五11決)

182 9 上チH瀬戸井村鎮守祭礼ユ付角カ興行之儀伺
(文政12. ?) 諮問衿事ニ事寄村々若表共寄集角カ興行致{候儀ハ決ITii， 難成一体若者共杯と号総合建候儀以来

相止銘名心得不致幾業出精可致旨申渡ま童文敬之所可被差出候。(徳)11禁令考五q決)

くその他>

1 6 4 8 

(慶安元.12) 
1 7 0 1 

(7f;禄14.11) 

1 7 06 

(宝永 3.11) 

1 720 
(享保 5. 2) 

1 7 2 1 
(主主保 6. ?) 

1 7 2ヲ

(事保14.12) 
184 1 
(天保12. め
1 8 5 0 
〔姦永 3. 3) 

正月之破魔弓はま矢並3J3l子板，金箔蒔絵金糸類少モ申関敷{民，勿論，潟売ニモ不及E炉開致事

(郷蝕警交保集成)

頃臼はやり候こま，堺町，*挽町見物所ニテハ格7JIJ，其外こま廻侠者之分，屋敷方之遼侯儀ハ

怒無用タノレへ、ン，英外町中ニテこま廻シ侯儀令停止候{深，尤溜売ニモ一切仕間敷候。(徳JI(禁

令考五狭)

こま之儀，御停止之旨，先生手相触鮫処，又々演目謡こまト名付，廼シEE相問。不屈侯， こま廻

候儀ハ不及申，商売数候者モ急度可申付候之間，此t室町中触関{段以上。(御蝕主義寛保条成〕
前々より被1f[J付候ばくちはうびきけんねんじかるた何ニ荷モ諸l勝負竪仕潟致事。(徳UI¥禁令考
五鉄)

惣テ百姓共博突勝負ハいふに不及，其外遊亭ニ懸り，或似合サノレ風俗ヲ学ヒ耕作際怠致侯儀ハ，

前々ヨリ御法度侠!条。(御触言書箆係集成)

頃臼所々にてこま廻{民自相関候，前々御停止ニ{段階，廻シ候儀ハ勿論，商売等ニモ竪為位向数

候(街l紋護策保集成)

子供奔物之儀，御改革以後ハ銀壱匁ヲ限リ，高料之品売Jl!無之{段。

(大日本近世史料・市中取締類築二)

和繍沈凧ヨリ PI副長モノ捺い又者ラ右翼致{段者之儀ニ付調。(大日本近世史料・市中耳元締類条二〉


